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外観パース

小郡市新体育館建設　実施設計説明書 A-01

国道500号 ( 敷地南側 )から見た外観イメージ



平成29年度に策定、令和4年度に改定された「小郡市新体育館建設基本計画」
を踏まえ、具体的な実現に向けて令和6年度に基本設計をまとめました。

①日常のスポーツ活動を支援する施設づくり

②身近なスポーツ大会が開催できる施設づくり

③スポーツによる交流やイベントの拠点としての施設づくり

④競技者にも環境にも優しい施設づくり

⑤災害時における防災拠点としての施設づくり

令和4年度　小郡市新体育館建設基本計画(改定版)
「市民が活動の主体となる体育館」

全体コンセプト

築地川
三井
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消防と連携する
オープンスペース
となる駐車場
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健康増進を育む『七夕アリーナ ( 仮称 )』

「七夕アリーナ」 7つの構成要素

公共施設が集積する市の中心部に、宝満川流域の 恵まれた自然環境を活かし、健康的な活動を通じて交流できる体育施設を計画します。
「七夕=出会いの象徴」として、「天の川テラス」を  はさんで、アリーナ棟と多目的棟が向かい合います。
７つの構成要素で屋内外の多彩な活動をつなぎ、 交流を生み出す「七夕の里・おごおり」にふさわしい健康増進の場とします。

　  ウェルネスプラザ
アプローチ広場と 2 棟のエントランス
ホールが一体となった屋内外にまたが
る多目的な活動の広場。
　  天の川テラス
アリーナ棟と多目的棟を分かりやすく
区分し、2棟の活動が混ざり合う。活発
な屋外空間が大板井駅や高架下遊歩道
と国道を縦につなぐ。
　  アスリートモール
競技者のための機能室 ( 更衣室など )
と動線を一直線で横につなぐ。
観戦する人にも分かりやすい動線。

アリーナ棟実施設計について
①計画 (工事 ) 範囲
・アリーナ棟では、メインアリーナと武道場、
弓道場を主として、更衣室や会議室などを含
むアスリートモールが整備されます。
・ウェルネス広場、天の川テラス、防災ひろば
（駐車場）は、今後の多目的棟建設工事にて整
備します。
②計画の配慮事項
・多目的棟ができるまでの間、単独でも快適
に運用できる施設として、仮設の避難経路や
駐車場を計画します。
・多目的棟との連携を考慮し、アスリートモー
ルの接続や将来的な連絡ブリッジの設置、設
備配管ルートを踏まえた計画とします。

　  メインアリーナ (アリーナ棟 )
一番大きなボリュームとして遠方からのラ
ンドマークとなる。
　  武道場・弓道場 (アリーナ棟 )
築地川の流れに沿って、武道場と弓道場を
積層して独立配置し、緑豊かで落ち着いた
環境をつくり出す。
　  多目的ホール (多目的棟 )
メインアリーナと向きを揃え、明快な動線
でつなぐ連携しやすい配置。
　  活動室 (多目的棟 )
活動室をボリュームとして視覚化し、スポー
ツや多様な利用を喚起する。
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計画概要

国道500号国道500号

高架下遊歩道高架下遊歩道

弓道場
武道場
弓道場
武道場 天の川

テラス
天の川
テラス

職員駐車場職員駐車場

築地川築地川

アスリートモールアスリートモール

メインアリーナメインアリーナ 多目的ホール多目的ホール

活動室活動室

車いす
駐車場
車いす
駐車場

駐輪場駐輪場

ウェルネス
プラザ
ウェルネス
プラザ

防災ひろば
(一般駐車場)
防災ひろば
(一般駐車場)

小郡市新体育館建設　アリーナ棟　実施設計説明書 A-02



計画地　　福岡県小郡市大板井279番地－1 他10筆

敷地面積　12,717.96㎡　　

用途地域　準住居地域

建ぺい率　　60％

容積率　　200％

道路斜線　傾き1.25

隣地斜線　20m+傾き1.25

日影規制　測定水平面4m

　　　　　隣地境界線より　5m超5ｈ、10m超3ｈ

前面道路　南側：国道500号 鳥栖甘木線　北側：甘木鉄道線大板井駅高架

　　　　　西側：隣地境界(住居等) 　  　　東側：隣地境界(三井消防署)

周辺施設　①三井消防署　　　②甘木鉄道大板井駅　③小郡警察署

　　　　　④小郡市立図書館　⑤小郡市文化会館　　⑥小郡市生涯学習センター

主要用途　観覧場(メインアリーナ)

　　　　　スポーツ練習場(武道場)

建築面積　3,358.82㎡　

延床面積　4,063.90㎡　

建ぺい率　　26.41％

容積率　　　31.87％

階数　　　　地上2階

構造　　　①メインアリーナ

　　　　　　鉄筋コンクリート造

　　　　　　一部鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造

　　　　　②武道場

　　　　　　鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造

最高高さ　①メインアリーナ　16.72m

　　　　　②武道場　　　　　12.42m

駐車台数　①利用者　：35台(②含む)

　　　　　②思いやり：2台

　　　　　③職員用　：7台

　　　　　※①②は多目的棟建設までの臨時駐車場

電気設備

　　受変電設備　１回線受電　想定契約電力250kW　

　　発電機設備　ディーゼル　250kVA

　　その他　　太陽光発電設備　照明設備　

　　　　　　　放送設備　電話設備など

機械設備　

　　熱源設備　電気

　　空調設備　床吹出空調＋壁放射パネル

　　　　　　　ファンコイルユニット　個別パッケージ空調など

　　換気設備　外気処理空調機

　　給水設備　受水槽+加圧給水ポンプ

　　排水設備　汚水・雑用水合流

　　その他　　給湯設備　消火設備　さく井設備など

(1)敷地概要

敷地周辺航空写真

(2)建築概要

(3)事業スケジュール

計画概要

❶❶

❸

❷

❹
国道5

00号

大分自動
車道

甘木鉄道

築地川

❺

❻

敷地敷地
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2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

実施設計

実施設計

工事発注

工事発注

発注

全て 現体育館+弓道場 アリーナ棟準備 アリーナ棟＋多目的棟

多目的棟建設工事
現体育館
解体工事

アリーナ棟
実施設計

アリーナ棟
建設工事

現武道場
解体工事

多目的棟・現体育館
解体実施設計

多目的棟建設
現体育館解体工事

使用可能建物



大板井駅

高速バス停(盛土上部)

ト
ン
ネ
ル

甘木鉄道(高架)

現消防署

道路境界線

庁舎棟

(建替想定)

車庫棟

(建替想定)

訓練棟

(建替想定)

隣
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線
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路
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線
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大板井駅

高速バス停(盛土上部)

トン
ネ
ル

甘木鉄道(高架)

現消防署

庁舎棟

(建替想定)

車庫棟

(建替想定)

訓練棟

(建替想定)

道
路
境
界
線

▲ ▲

▲

▲
通用口
▲

通用口

・国道500号に向けて間口を広く確保し、アリーナ棟と多目的棟の2棟に囲まれた「ウェルネスプラザ」が利用者
を分かりやすく迎え入れます。
・建物のボリュームを各機能毎に分節することで、周辺の景観になじませつつ、親しみやすい空間をつくります。
・メインアリーナと多目的ホールは甘木鉄道と平行に向きを揃え、鉄道や高速道路からの見え方に配慮します。
・武道場・弓道場は、騒音の大きい高速道路・鉄道から離し、築地川に沿って独立させて配置します。
　落ち着いた「和」の雰囲気を持つ外観が、小郡駅方面に向けた「顔」となります。

・アリーナ棟単体での運営ができるようにしつつ、現体育館の解体や多目的棟の建設に影響の無い範囲を
設定し、外構工事を行います。
・多目的棟と取り合うウェルネスプラザの範囲については、アリーナ棟の利用に支障がない程度の仮舗装
を行い、多目的棟建設時に一体的に外構工事を行うことで、仕上げを統一します。
　(仮舗装：歩行動線や駐車場部分はアスファルト舗装、その他砂利敷き)
・多目的棟との境界部は、現体育館解体工事や多目的棟建設工事のための作業スペースを確保し、アリー
ナ棟の外壁面近くに、安全のため成形鋼板製の仮囲いを設置します。
・建物北側及び西側は多目的棟建設に影響が無いため、アリーナ棟建設工事にて本舗装を行います。

・国道500号線からスムーズにアプローチできる歩行者用出入口と車両出入口を計画します。
・多目的棟完成後も同じ位置から敷地に入ることができる動線計画です。
・臨時駐車場は、現体育館の解体や多目的棟の建設に支障がない範囲で最大限確保し、建物出入口に一番近い
位置に思いやり駐車場を2台分確保します。
・敷地出入口から建物出入口までの間に視覚障がい者誘導ブロックを設置します。
・敷地西側に管理車両用の出入口を設け、メインアリーナ北側の搬出入ヤードへと至る動線を確保します。
・管理車両用の出入口に近接し、職員用駐車場と通用口を計画します。

・利用者用駐車場は東側にひとまとまりで計画し、明確に歩車分離します。多目的棟の駐車場側にサブエントラン
スを設け、駐車場から建物への動線に配慮します。
・国道500号からウェルネスプラザ・天の川テラスを通して、高架下遊歩道へと抜けられる歩行者動線の空間を
確保し、更にそこから大板井駅や周辺地域へと分かりやすくつなぎ、まちの回遊性を高めます。
・建物の北側と西側にも散策路として通路を設け、敷地内を一周できる計画とします。ランニングやウォーキング
だけでなく、管理車両や災害時の搬入車両動線などにも活用します。

多目的な活動と交流の場となる「ウェルネスプラザ」を起点として、施設の「顔」をつくります。
さらに、「ウェルネスプラザ」から各室までをスムーズにつなぎ、日常的に通いたくなる施設を目指します。

1. 基本方針　― 屋内外の多彩な活動をつなぎ交流を生み出す

基本設計の方針(アリーナ棟+多目的棟)

2. 外構計画

1. 動線計画

アリーナ棟における動線計画・外構工事計画

2. 配置計画　― 全周囲に親しみやすい施設の顔をつくる

3. 外部動線計画　― 分かりやすく利用しやすいアプローチ

配置計画 / 動線計画

小郡市新体育館建設　アリーナ棟　実施設計説明書 A-04

車寄せ
出入口

出入口

出入口

敷地内を
一周可能

アリーナ棟建設工事範囲

現体育館解体工事時に整備

現体育館解体
↓

多目的棟建設

通用口
職員用
駐車場
(7台)

職員用
駐車場
(7台)

メインアリーナ

武道場
弓道場

思いやり
駐車場
(4台)

思いやり
駐車場
(4台)

思いやり
駐車場
(2台)

思いやり
駐車場
(2台)

防災ひろば
利用者駐車場

(154台+思いやり4台)

防災ひろば
利用者駐車場

(154台+思いやり4台)

臨時利用者駐車場
(一般33台)

臨時利用者駐車場
(一般33台)

メインアリーナメインアリーナ 多目的ホール多目的ホール

北ブリッジ(2階)北ブリッジ(2階)

中央ブリッジ(2階)中央ブリッジ(2階)

南ブリッジ(2階)南ブリッジ(2階)

甘木鉄道高架下遊歩道甘木鉄道高架下遊歩道

活動室活動室

武道場武道場
▲▲

出入口

視
覚
障
が
い
者
誘
導
ブ
ロ
ック

▲▲

▲▲

▲▲

△△

通用口
△△

▲▲

搬入口▲▲

遊歩道・搬入動線

▲▲

アスリートモールアスリートモール

高速バス乗り場高速バス乗り場

大板井駅大板井駅

ウェルネス
プラザ
ウェルネス
プラザ

駐輪場駐輪場

歩行者動線歩行者動線凡例凡例 車両動線車両動線

天の川
テラス
天の川
テラス

搬入口
搬入口



大板井駅

高速バス停(盛土上部)

ト
ン
ネ
ル

甘木鉄道(高架)

現消防署

道路境界線

庁舎棟

(建替想定)

車庫棟

(建替想定)

訓練棟

(建替想定)

▲

▲
通用口

[A]エントランスホール 302.093㎡

[A]風除室 24.255㎡

[A]靴脱スペース 18.810㎡

[A]男子更衣・トイレ(1-1) 61.503㎡

[A]女子更衣・トイレ(1-1) 76.008㎡

[A]廊下(1-1) 8.246㎡

[A]バリアフリートイレ(1-1) 6.286㎡

[A]バリアフリートイレ(1-2) 6.884㎡

[A]授乳室(1-1) 8.063㎡

[A]みまもり室 8.063㎡

[A]機械室(1-2) 7.758㎡

[A]消火ポンプ室(1-1) 7.758㎡

[A]PS(1-1) 3.134㎡

[A]EPS(1-1) 8.648㎡

[A]EV 5.500㎡

[A]事務室(1-1) 34.591㎡

[A]会議室(1-1) 26.640㎡

[A]物品保管庫 4.043㎡

[A]メインナリーナ(1) 798.573㎡

[A]メインアリーナ(2) 799.677㎡

[A]器具庫(1-1) 99.385㎡

[A]収納 7.440㎡

[A]機械室(1-1) 34.239㎡

[A]剣道場 320.029㎡

[A]柔道場 316.411㎡

[A]器具庫(1-2) 18.990㎡

[A]器具庫(1-3) 22.608㎡

3,035.637㎡ ( .909 )

[M]エントランスホール ########

[M]風除室(1) #######

[M]風除室(2) #######

[M]男子更衣・トイレ(1-1) #######

[M]女子更衣・トイレ(1-1) #######

[M]バリアフリートイレ(1-1) ######

[M]バリアフリートイレ(1-2) ######

[M]こどもトイレ ######

[M]ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰｼｬﾜｰ室 ######

[M]授乳室(1-1) ######

[M]みまもり室 ######

[M]清掃員控室 ######

[M]EPS(1-1) ######

[M]EV ######

[M]多目的ホール ########

[M]器具庫(1-1) #######

[M]観覧席収納庫 #######

[M]機械室(1-1) #######

[M]活動室(1-1) ########

[M]収納(1-1) #######

[M]機械室(1-2) #######

##########

B2

B1

B3

A6

A1

A2

A3

A4

A5

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y1

CS

SS

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

築地川に向けて開放的な
空間としつつ、落ち着い
た環境の中で集中できる
武道場
瞑想やヨガ等のイベント
にも活用でき、メンタル
ヘルスも含めた「健康づ
くり」の場となる

トイレ・ロッカー・シャ
ワーをまとめて配置し、
利用しやすい計画
シャワー・トイレの男女
比率を移動間仕切りで変
更可能な計画

壁面の窓やハイサイドラ
イトからの自然採光によ
り、日常的な省エネと停
電時の明るさを両立

大会時の本部室や救護室
等、多目的に利用可能な
会議室

メインアリーナの空調は
卓球やバドミントンにも
適した壁放射パネル

展示や交流の場として使
えるエントランスホール

出入口近くに観客・選手
用の控えスペースと収納
を確保

メインアリーナは南北軸
のコート配置で競技しや
すい環境

エントランスホールのイメージ

武道場のイメージ

体育器具等の搬出入に加
え、災害時の物資搬入も
行う搬出入ヤード

1FL=14.6

14.5

13.6

13.6
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S 会議室
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脱
]
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場
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ホール

メインアリーナ(2)
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庫

女子更衣
トイレ

シャワー

男子更衣
トイレ

シャワー

[職員駐車場]
(7台)

▲ ▲

▲

▲
通用口

[散策路](管理車両・搬出入車両動線)
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ス
ペ
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ス
]

器
具
庫

PS

可
動
間
仕
切
り

[可
動
間
仕
切
り
]

みまもり
室

風除室

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
ﾄｲﾚ

授乳室
[自

販
機
]

[展
示
パ
ネ
ル
]

器具庫

消火
ﾎﾟﾝﾌﾟ室 ﾎﾟﾝﾌﾟ室

[甘木鉄道敷地内整備][甘木鉄道敷地内整備]

メインアリーナ(1)

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
ﾄｲﾚ

EV

柔
道
場

[展
示
ケ
ー
ス
]

雑用水

[搬出入ヤード]

アリーナ

武道場・弓道場

事務室・会議室

一般利用居室

共用部

バックヤード

平面計画 / 1階

小郡市新体育館建設　アリーナ棟　実施設計説明書 Aｰ05
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X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y1

[A]ホール(2-1) 186.313㎡

[A]自販機置場 2.922㎡

[A]男子トイレ(2-1) 21.958㎡

[A]女子トイレ(2-1) 22.760㎡

[A]バリアフリートイレ(2-1) 5.722㎡

[A]授乳室(2-1) 4.758㎡

[A]機械室(2-1) 13.671㎡

[A]EPS(2-1) 4.586㎡

[A]EPS(2-2) 3.045㎡

[A]階段(1) 18.706㎡

[A]階段(2) 18.706㎡

[A]EV 5.500㎡

[A]会議室(2-1) 14.107㎡

[A]会議室(2-2) 14.678㎡

[A]観客席・通路 353.836㎡

    [北観客席] 115.271㎡

    [南観客席] 106.456㎡

[A]メンテナンス階段(1) 5.444㎡

[A]メンテナンス階段(２) 5.444㎡

[A]倉庫(2-1) 5.444㎡

[A]倉庫(2-2) 5.444㎡

[A]観覧スペース(2-1) 21.079㎡

[A]EPS(2-3) 3.348㎡

[A]射場 176.575㎡

[A]看的場 9.031㎡

[A]器具庫(2-1) 6.565㎡

[A]DS(2-1) 4.139㎡

[A]DS(2-2) 6.009㎡

[A]DS(2-3) 4.324㎡

944.114㎡ (47.617 )

3,979.752㎡ (80.526 )

[M]ホール 158.311㎡

[M]男子トイレ(2-1) 26.595㎡

[M]女子トイレ(2-1) 33.424㎡

[M]バリアフリートイレ(2-1) 6.250㎡

[M]バリアフリートイレ(2-2) 6.250㎡

[M]授乳室(2-1) 4.250㎡

[M]EPS(2-1) 4.455㎡

[M]階段(1) 19.000㎡

[M]ウォーキングコース ########

[M]メンテナンス階段(1) 5.523㎡

[M]メンテナンス階段(2) 5.528㎡

[M]会議室(2-1) 78.437㎡

[M]活動室(2-1) 94.125㎡

[M]活動室(2-2) 121.108㎡

[M]収納(2-1) 9.541㎡

[M]機械室(2-1) 12.736㎡

585.531㎡

585.531㎡

4,565.283㎡ (116.543 )

流
し台

地
流

し

SS

B2

B1

B3

A6

A1

A2

A3

A4

A5

CS

SS

大会役員・審判・来賓等
の控室を兼ねる会議室
可動間仕切りにより分割
可能

外部通路への出入口によ
り、屋内外の回遊を可能
とし、緊急時の避難経路
も確保
通路沿いの窓から自然採
光を確保しつつ、アリー
ナでの活動を外に見せる

将来的には天の川テラス
の上部で回遊できる外部
通路を計画

2階が多目的棟と接続さ
れるまでの間、観客席か
らの避難経路を確保する
屋外階段

観客席の背面を壁放射パ
ネルを設け、観客にも快
適な空調とする

弓道場は南向きに矢を射
る最善の配置
外周の立上りと防矢ネッ
トにより、周囲に矢が飛
び出すのを防ぐ

公式試合の際に1.8m間
隔で「6人立ち」ができ
る幅を確保
競技者の後ろに審判席が
確保できる奥行きを確保

弓道場との階高の違いを
スロープで解消しつつ、
屋内外でつながり憩いの
場となるラウンジと階段
状のテラス

メインアリーナのイメージ

弓道場のイメージ

小郡市新体育館建設　アリーナ棟　実施設計説明書 A-06
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平面計画 / 2階

アリーナ

武道場・弓道場

事務室・会議室

一般利用居室

共用部

バックヤード



立面計画

小郡市新体育館建設　実施設計説明書 A-07
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武道場
西立面図

武道場
南立面図

南立面図
(アリーナ棟Y2通り)

▽1FL

▽2FL

▽R2FL

▽最高高さ

アリーナ棟

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

X1X2X3X4X5X6X7北立面図(Y7通り)

南立面図(Y2通り)

1FL▽
TP14.6

2FL▽

R2FL▽

最高高さ▽

R1FL▽

▽R1FL

△平均地盤面
TP14.05

平均地盤面△
TP14.05

▽最高の軒高

最高の軒高▽

Y8 Y6 Y5 Y4 Y3Y7

TP14.6
▽1FL

▽2FL

▽R1FL

1FL▽
TP14.6

2FL▽

R1FL▽

TP14.6
▽1FL

▽2FL

▽R2FL

 アリーナ棟
▽最高高さ

Y2

1FL▽
TP14.6

2FL▽

R2FL▽

アリーナ棟
最高高さ▽

R1FL▽

Y1

Y6Y5Y4Y3 Y8Y1 Y7

▽R1FL

西立面図

東立面図 Y2

△平均地盤面
TP14.05

平均地盤面△
TP14.05

▽最高の軒高

最高の軒高▽

1FL▽
TP14.6

B2B1 B3

TP14.6
▽1FL

▽2FL

▽R1FL

1FL▽
TP14.6

2FL▽

B2 B1B3Y1X5

TP14.6
▽1FL

武道場
▽RFL

武道場
▽最高高さ

武道場
▽2FL

R1FL▽

武道場
西立面図

武道場
南立面図

武道場
東立面図

武道場
北立面図

1FL▽
TP14.6

武道場
2FL▽

武道場
RFL▽

武道場
最高高さ▽

2FL▽

1FL▽
TP14.6

武道場
2FL▽

武道場
RFL▽

武道場
最高高さ▽

2FL▽

武道場
2FL▽

武道場
RFL▽

武道場
最高高さ▽

2FL▽

A6A5A4A3A2A1

A1A2A3A4A5A6

平均地盤面△
TP14.05

平均地盤面△
TP14.05

△平均地盤面
TP14.05

最高の軒高▽ 最高の軒高▽

最高の軒高▽ ▽最高の軒高

1FL▽
TP14.6

B2B1 B3

TP14.6
▽1FL

▽2FL

▽R1FL

1FL▽
TP14.6

2FL▽

B2 B1B3Y1X5

TP14.6
▽1FL

武道場
▽RFL

武道場
▽最高高さ

武道場
▽2FL

R1FL▽

武道場
西立面図

武道場
南立面図

武道場
東立面図

武道場
北立面図

1FL▽
TP14.6

武道場
2FL▽

武道場
RFL▽

武道場
最高高さ▽

2FL▽

1FL▽
TP14.6

武道場
2FL▽

武道場
RFL▽

武道場
最高高さ▽

2FL▽

武道場
2FL▽

武道場
RFL▽

武道場
最高高さ▽

2FL▽

A6A5A4A3A2A1

A1A2A3A4A5A6

平均地盤面△
TP14.05

平均地盤面△
TP14.05

△平均地盤面
TP14.05

最高の軒高▽ 最高の軒高▽

最高の軒高▽ ▽最高の軒高

アリーナ棟
西立面図

❶

❶：RC打放し+DP
❷：RC打放し(ウォータージェット工法)+DP
❸：カラーガルバリウム鋼板(横葺)
❹：カラーガルバリウム鋼板(折板)
❺：アルミサッシ
❻：鋼製建具(DP)

ウォータージェット工法のイメージ カラーガルバリウム鋼板(横葺)のイメージ

❷ ❸

❶ ❺❷ ❹

❺❻ ❶ ❷ ❸ ❺

❷ ❸ ❺

「小郡市景観計画」の方針に沿い、周囲の景観との調和に配慮した外観とします。
・「メインアリーナ」と「武道場」を2つのボリュームに分節し、同じデザインの形態とします。
・ エントランスホール等の共用部はシンプルな形態として、「メインアリーナ」と「武道場」をつなぐことで、
    2つのかたちが寄り添い合う「建物群」としての外観をつくります。
・多目的棟も同様の構成とし、全体で4つのかたちが寄り添い合う景観を形成する計画です。
・ボリュームの分節と傾斜屋根により、周辺建物のスケールに合わせ、宝満川へと至る田園の景観になじませます。
・モノトーンを基調としたシンプルな色彩とすることで、周辺の景観に調和させます。



20％

居住域:
壁放射空調
居住域:
壁放射空調

居住域：壁放射空調居住域：壁放射空調

多目的ホールメインアリーナメインアリーナ

観客席観客席

可動スクリーン
で分割利用可能

12.5mを
確保

防災ひろば

LCC
パッシブルーフ(風・光)
風：東西南北の季節風を導入(足元の給気窓と連動)し、
　   屋根形状に沿って空気の流れをつくり、
　   体感性を向上させる
　   天井面の結露防止にも有効
光：ハイサイドライトから、競技に影響のない範囲で
　   自然採光を取り入れる

競技を邪魔しない壁放射空調
壁面からの放射熱で居住域空調を行う
(2階観客席背面にも設置)
パネル付近の天井にファンを仕込み、
クールスポットとしても機能させる

LCC

LCC

換気窓(給気)
1,2階に設けた窓で、季節・気候に
応じた方位からの風を取り込む

環境
既製杭
地下水への影響を考慮
し、杭の仕様を選定

LCC
庇
構造体を利用した庇
1階外周部の通路を雨
に濡れず通行可能

環境
環境配慮材料を使用
RC造部分：環境配慮型コンク
リートの採用を検討
S造部分：電炉材の採用を検討

LCC
外壁：高断熱
開口部を抑え高断熱化
光や音の漏れを抑制

LCC
屋根：断熱二層構成
構造体に遮熱・排熱機能を
付加し、日射負荷を削減

LCC
防災

環境

ライフサイクルコスト低減手法
防災拠点機能向上の手法

環境配慮の手法

LCC 防災
太陽光発電+蓄電池
コンセント・照明と稼働率の高い
各施設の共用部で電力利用
ピーク負荷抑制

防災
消防と連携する防災ひろば
日常的な消防訓練イベント＋
災害時の災害活動スペース

防災
地盤レベル
1Fレベルを50cm程度
上げて浸水に備える

1. 環境配慮 (ZEB Ready の達成）

2. 断面計画

・様々な競技やイベント利用に対して快適な室内環境と省エネルギー性能を両立させます。

・九州圏内の市町村保有体育施設としては初 * の ZEB Ready( 一般的な集会施設のエネル
ギー消費量と比較して、一次エネルギー消費量を 50％以上削減 ) 認証取得を目指し計画
を行い、実施設計完了時点の計算結果として、ZEB Readyを達成しました。

・自然エネルギーを活用しすることで、ライフサイクルコストを低減するだけでなく、施設
の自立性を高め、災害時の強靭性も高めます。

・建物全体の高さを抑え、周辺に対して圧迫感のない施設となるよう配慮しつつ、各機能に合わせた天井高さを確保します。
・メインアリーナの天井高さは、コート内頂部においてバレーボール公式規格による12.5ｍを確保します。
・武道場の天井高さは、剣道の竹刀が天井に干渉しないよう、4.0mを確保します。
・弓道場の射場の天井高さは、射位において弓が天井に干渉しないよう、4.0mを確保します。
・弓道場の矢道には、屋外に矢が出ないよう防矢ネットを配置します。
・その他の居室や更衣室なども天井高さを2.6m程度確保し、圧迫感無く利用できます。

＊国土交通省 建築物におけるZEB事例研究（令和６年６月）を参照とした。

断面計画

小郡市新体育館建設　アリーナ棟　実施設計説明書 A-08
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メインアリーナ

事務室 風除室エントランス
ホール
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(踊り場)
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射場 矢道 的場
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・メインアリーナにおける各競技のコートレイアウトは下図の通りとします。
・床面には、バスケットボール、バレーボール、バドミントンのコートラインを設けます。
   その他の競技については、大会の際にテープでラインを設置する計画とします。
・バスケットボールとバレーボールについては、メインコート1面での利用も可能な計画とします。
   ( 支柱固定用の基礎および、仮設ライン用のポイントを設置 )

競技面レイアウト検討

小郡市新体育館建設　アリーナ棟　実施設計説明書 A-09



　 災害対策基本法第２条第４号に規定する指定地方行政機関（以下「指定
地方行政機関」という。）であって、２以上の都府県又は道の区域を管轄区域
とするものが使用する官庁施設及び管区海上保安本部が使用する官庁施設

　 東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、愛知県、大阪府、京都府及び兵庫県
並びに大規模地震対策特別措置法（昭和５３年法律第７３号）第３条第１項に
規定する地震防災対策強化区域内にある（２）に掲げるもの以外の指定地方
行政機関が使用する官庁施設

　 （２）及び（３）に掲げるもの以外の指定地方行政機関が使用する官庁施設
並びに警察大学校等、機動隊、財務事務所等、河川国道事務所等、港湾事
務所等、開発建設部、空港事務所等、航空交通管制部、地方気象台、測候
所、海上保安監部等及び地方防衛支局が使用する官庁施設

　 災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第２条第３号に規定する指定
行政機関が使用する官庁施設（災害応急対策を行う拠点となる室、これらの
室の機能を確保するために必要な室及び通路等並びに危険物を貯蔵又は
使用する室を有するものに限る。以下（２）から（１１）において同じ）

(1)

　 石油類、高圧ガス、毒物、劇薬、火薬類等を貯蔵又は使用する官庁施設
及びこれらに関する試験研究施設として使用する官庁施設

　 （１）から（１１）に掲げる官庁施設以外のもの

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

　 病院であって、災害時に拠点として機能すべき官庁施設

　 病院であって、（５）に掲げるもの以外の官庁施設

　 学校、研修施設等であって、災害対策基本法第２条第１０号に規定する地
域防災計画において避難所として位置づけられた官庁施設（（４）に掲げる警
察大学校等を除く。）

　 学校、研修施設等であって、（７）に掲げるもの以外の官庁施設（（４）に掲
げる警察大学校等を除く。）

　 社会教育施設、社会福祉施設として使用する官庁施設

　 放射性物質若しくは病原菌類を貯蔵又は使用する施設及びこれらに関す
る試験研究施設として使用する官庁施設

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

Ⅰ
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Ａ
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Ａ
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Ⅲ
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・本建物は、体育館施設として求められる機能性・快適性・安全性を確保するとともに、経済性・耐久性・施工性を

十分に考慮して設計します。

・災害時における安全性に関しては、人命確保はもちろんのこと、一時滞在施設として機能できる建物とします。

     

　■メインアリーナ

    　・構造形式：耐震構造

    　・架構形式：耐震壁付きラーメン構造

    　・構造種別： 下部架構：RC造（一部SRC造）、屋根架構：鉄骨造

    　・基礎形式：杭基礎

　■武道場

　　 ・構造形式：耐震構造

    　・架構形式：ラーメン構造

    　・構造種別： RC造

    　・基礎形式：杭基礎

(1)耐震安全性の目標

・上部構造の地震時における耐震安全性の目標は、大地震後、構造体の大きな補修をすることなく建築物を使用できる

こととし、人命の安全確保に加えて機能確保が図れるものとします。

（耐震安全性の分類：Ⅱ類　重要度係数1.25倍とします。（※1））

・基礎構造は、沈下等の障害を生じさせることなく上部構造の機能確保に有害な影響を与えないものとし、かつ耐久性

・経済性のバランスがとれた形式とします。　

　(※1：官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説より)

(2)構造システム

・構造システムとしては、耐震性能とコストを考慮し、「耐震構造」を採用します。

概略平面図

1. 構造計画の基本方針

2. 耐震安全性の目標と構造システム

3. 各棟の構造計画の概要

構造計画(1)

S-01

メインアリーナ

武道場
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（1）地震力の算定方法

 Ci ＝ Z・Rt・Ai・C0
 Qi  ：i階に生じるせん断力

 Ci  ：i階の地震層せん断力係数

 Z  ：地域係数（Z＝1.0）

 Rt  ：振動特性係数（固有周期による）

 Ai  ：高さ方向の層せん断力分布係数

 C0 ：標準せん断力係数（C0＝0.2）

 必要保有水平耐力の算定

 Qu≧I・Qun
 Qun ＝ Ds・Fes・Qud
 Qud ＝ Z・Rt・Ai・C0・Wi

 Qu：保有水平耐力

 （RC・SRC造より、崩壊メカニズムまたは層間変形角が1/200に達した時）
 Qun：必要保有水平耐力

 Qud：地震力によって各階に生ずる水平力

 Ds：構造特性係数

 Fes：各階の形状係数

 C0：標準せん断力係数（C0＝1.0）

 I：重要度係数（Ⅱ類：1.25）

 Wi：i階より上の部分の建築物の重量の和

（2）風圧力

 基準風速：V0＝32m/s

 地表面粗度区分：Ⅲ 

 再現期間：100年

（3）積雪荷重

 積雪の単位荷重：20N/cm/m2（非多雪区域）

 垂直積雪量：25cm

（4）積載荷重

（5）構造計画の基本方針

 鉄骨：SS400、SN400、SN490

 鉄筋：SD295、SD345、SD390

 コンクリート：Fc＝36N/mm2

（6）設計上準拠する基準や指針

 ①   建築基準法・同施行令・告示等

 ②　2020年版建築物の構造関係技術基準解説書

 ③　建築構造設計基準及び同解説（国土交通省）※1.

 ④　官庁施設の総合耐震計画基準（国土交通省）

 ⑤　官庁施設の基本的性能に関する技術基準及び同解説（国土交通省）

 ⑥　建築構造設計指針　平成21年版（文部科学省）

 ⑦　鋼構造設計規準（日本建築学会）

 ⑧　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説（日本建築学会）

 ⑨　建築基礎構造設計指針（日本建築学会）

 ⑩　建築物荷重指針・同解説（日本建築学会）

 ⑪　2018年版　冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル（日本建築センター）

 ⑫　地震力に対する建築物の基礎の設計指針（日本建築センター）
 ※1.大地震時の変形制限については非構造部材および建築設備の変形追従を確認することで対象外とする。

4. 構造計画

構造計画(2)

S-02

床・小梁用 大梁用 地震力用

1,000 0 0

3,500 3,200 2,100

3,500 3,200 2,100

2,900 1,800 800

3,500 3,200 2,100

1,800 1,300 600

3,500 3,200 2,100

3,900 2,900 2,000

各機器により設定

矢場、的場

用途

会議室、事務室、

金属屋根

アリーナ、観覧席

エントランス、WC、通路

器具庫

機械室

剣道場、武道場、射場、観覧スペース

テラス、外部通路
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S-03

SRC 柱 
SRC 柱 

鉄骨キールトラス 

鉄骨キールトラス 鉄骨フィーレンデールトラス 

SRC 柱 

RC 柱  

SRC 梁
 

耐震壁 

RC 梁 

RC 柱 

RC 梁 

概略構造パース 

概略構造パース 

概略軸組図 

概略軸組図 

リブ付き PC 床版 

短手方向梁：現場打ち RC+ポストテンション 

鉄骨梁 

※形状は簡略化しております。 

 

※形状は簡略化しております。 

 

（7）上部架構概要

　a) メインアリーナ

　b) 武道場

構造計画(3)
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4. 基礎計画

S-04

（1）調査結果（調査報告書：市より提供資料）

地層図

構造計画(4)
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S-05

 
基礎工法選定表

選択項目

Ｐ

Ｈ

Ｃ

杭

鋼

管

杭

プ

レ

ボ
ー

リ

ン

グ

中

堀

工

法

回

転

工

法

ア
ー

ス

ド

リ

ル

オ

ー

ル

ケ
ー

シ

ン

グ

－ 30～80 40～60 30～100 45～80 30～60 80～400 80～200 80～130

2000kN以下 ○ ○ △    ○    ○    ○    ○    ○ ○

2000～5000kN ○ ○ ○    ○    ○    ○    ○    ○ ○

5000～12000kN ○ ○ ○ ○    ○    ○    △    ○    ○ ○

12000kN以上 ○ △ ○    △    ○    ×    ○    ○ ○

5m以下 ○ ○ ○    △    △    △    △    △ ○

5～10m ○ ○ ○    ○    ○    ○    ○    ○ ○

10～20m △ ○ ○    ○    ○    ○    ○    ○ △

20～30m ○ × ○ ○    ○    ○    ○    ○    ○ ×

30～40m ○ × ○ ○    ○    ○    ○    ○    ○ ×

40～50m × ○ ○    ○    ○    ×    ○    △ ×

50～60m × ○ ○    ○    ○    ×    ○    × ×

軟岩 　（砂岩） ○ × ×    ×    ×    ×    ×    × △

土丹　Ｎ値＜75 ○ × ×    ○2)    ×    ×    ○    △ △

砂質土Ｎ値30～50 ○ ○ ○    ○    ○    ○    ○    ○ ○

　　　Ｎ値＞50 ○ ○ ○    ○    ○    ○    ○    ○ ○

礫質土　5cm以下 ○ ○ ○    ○    ○    ○    ○    ○ ○

　　　　5～10cm ○ △ △    ○    ○    △    ○    ○ ○

　　　　10～15cm ○ △ △    △    △    ×    ×    ○ ○

　　　　15cm以上 ○ ○ × △    ×    ×    ×    ×    △ ○

土丹　傾斜30゜以下 ○ △ ○    △    ○    ○    △    △ △

　　　傾斜30～45゜ ○ △ △    △    △    △    ×    △ △

支持層の確認 ○ ○ ○ ○    △1)    △1)    △1)    ○    ○ △

先端の被圧水 × ○ ○    ○    △    ○    ○    ○ △

伏流水 ○ ○ ○    △    △    △    △1)    △1) △

－ ○ ○    ×    ○    ○    △    ○ △

 〃 ② － ○ ○    △    ○    ○    △    ○ △

有毒ガス ○ ○ ○    ○    ○    ○    ○    △ ○

騒音振動 ○ ○ × ×    ○    ○    ○    ○    △ ○

作業スペース ○ ○ △ △    △    △    △    ○    ○ ○

点数 0点 0点 0点 11点 11点 10点 12点 11点 0点

：本建物・敷地該当範囲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基礎の使用条件と杭工法の選択の目安　　　　　　　　　　　公共建築協会「建築構造設計基準及び同解説」より抜粋した表に追記

杭（基礎）の種類または施工工法
直
接
基
礎

既製杭 場所打ちコンク
リート杭

地

盤

改

良

備　　　　　　　　考

打込み工法 埋め込み工法

敷地の該当項目

施工可能杭径（ｃｍ）

荷重規模 1)

１）柱１本当たりの軸力を示す。

支持層深さ 1)

１）基礎底からの深さを示す。

(凡例 ○：一般的に使用される場合：2点、△：使用するには慎重な検討が必要となる場合：1点、×：ほとんど使用されない場合：0点　×がひとつでもあれば合計も0点とする。)　（注）中堀工法：最終打撃又は圧入による工法を対象とする。

支持層の状態

・岩盤、土丹の場合打込み杭は支持層中に貫入させることは前提にしない。

・場所打ち杭は支持層の貫入可能かどうかを参考に示す。

１）支持層の変化を事前に十分調査することが必要である。
２）杭径８００φまで認定工法あり。

地下水の状態

逸水　①砂礫層で掘削液が周囲に逃げる場合。

　　　②不透水層を貫いて水位が急に低下する場合。

１）流速3m/分以上の場合はコンクリートの打設が難しいので避ける。

その他

（2）工法の比較

以上より既成杭、場所打ちコンクリート杭が候補となる中で、より低コストで施工可能な既製杭を採用としました。

構造計画(5)
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（3）杭の詳細比較

以上より施工精度、経済的に最も優れるHiFB工法を選定しました。

構造計画(6)
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小郡市新体育館建設　アリーナ棟　実施設計説明書 E-01

電気設備計画(1)

場     所 制  御  方 法 

トイレ、給湯室、倉庫等 人感センサー 点滅制御  

建物内共用部等  タイムスケジュール制御、集中管理制御 

１．電気設備基本方針

　・電気設備の計画においては、体育施設として利用しやすく、多彩な活動を支援することで、市民が集ま

　る魅力的な施設とするべく、以下の方針に基づき計画しました。

　　①市民の交流を生み出す、誰もが利用しやすい体育施設設備計画であること。

　　②多様な活動を支える設備機能で施設の魅力を向上させること。

　　③省エネルギー化（ZEB）を徹底させ、経済的にも利用しやすい施設とすること。

　　④災害時には避難所として安心して集える機能を確保できること。

　　⑤維持管理の容易性を追求し、維持費を抑えて長く利用できる設備計画であること。

２．電力設備計画
　 (1)受変電設備

　　・電力会社より敷地南側の国道500号から架空にて6.6kV電力を引込み、２階屋上キュービクルにて受

　　電し、必要電圧に変電します。

　　　①受電方式

　　　・高圧（3Φ3W6.6kV60Hz）1回線受電

　　　②想定負荷容量及び最大電力量

　　　・総変圧器容量：800kVA

　　　・想定契約電力：250kW程度

　 (2)発電設備

　 (2-1)非常用発電設備

　　・商用電力停電時対策として、非常用発電機と燃料タンクを2階屋外発電機置場に設けます。

　　・建築基準法・消防法で必要となる負荷の他、災害活動時に必要な負荷に電源を供給します。

　　　①発電機仕様

　　　・容量  250kVA

　　　・連続運転時間 72時間

　　　・燃料タンク 地下埋設タンク4,000L+燃料小出槽、軽油

　　　②想定負荷概要

　　　・被災者受入れ室用の照明・コンセント・空調・給水排水負荷

　　　・活動拠点業務に必要な通信機器の電源

　　　・消防設備負荷、建物管理機器の電源

　 (2-2)太陽光発電設備

　　・日中晴天時の発電電力を施設内の照明・コンセントに供給し、施設の消費電力の削減を図ります。

　　・太陽光発電システムは20kW出力とし、電力会社から受電する電力と系統連系を行い、買電電力の低

減を図ります。

 (4-3)コンセント設備

　・各所に設置される機器等への電源供給を行います。

　・アリーナは、防球対応を行い破損しにくい取付方法とします。

 (4-4)非常照明・誘導灯設備

　・建築基準法に準拠し、各所に適切な非常照明を計画しました。

　・非常照明は交換が容易な蓄電池内蔵型として、蓄電池の交換が困難な高天井部分は蓄電池別置型にし

て使い分けを行います。

 (3)幹線動力設備

　・ケーブルはEM-CETケーブルを使用し、天井裏のケーブルラック方式にて各所へ配線します。

　・エネルギー管理のため区分計量を行い、エネルギー有効利用の状況確認を可能とします。

 (4)電灯コンセント設備

 (4-1)電灯設備

　・照度設定は建物のエネルギー消費量を決める重要な要素であり、用途に適した必要十分な照度設定によ

り、イニシャル・ランニングコストを抑える計画としました。

　・照明器具は全て省電力で長寿命なLEDで計画しました。

 (4-2)照明制御設備

　・使用形態に合わせた適切な照明制御を行い、消し忘れ防止や一括点滅を可能な様にリモコン制御方法を

採用しました。

　・主要室の制御方法は下記の通りとします。
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３．通信設備計画

　  (1)構内交換用配線設備

　　・架空にて構内１号電柱に引込み、以降地中にて通信線を引込可能な管路を計画しました。

　　・通信引込配管は、事務室の総合盤内のMDFまで配管を行います。

　　・電話交換機は、事務室の総合盤内にスペースを確保します。

　　（電話交換機・電話子機は別途工事）

　　・通信線共用のケーブルラックを事務室と各端子盤間に敷設して、配線ルートを確保します。

　　・各エリアの端子盤を経由し、各室のモジュラージャックまで至る配管配線を本工事とします。

　  (2)構内情報通信網配管設備

　　・施設内のスイッチ等の機器類とLANケーブルは全て別途工事とし、必要諸室への配管対応を計画し

ました。

　　・事務室の総合盤内にネットワーク機器スペースを確保します。

　　・小郡市内の公共施設と同様に、来館者用の公衆無線LAN（Wi-Fi）対応を想定し、通信キャリアが

アクセスポイントを設置できるよう、配管対応を本工事対象としました。

　　・小郡市施設予約システムの導入、券売機を含めた建物側の対応については、必要箇所―貸室扉―と

事務室を結ぶLAN配管ルートを計画しました。

　  (3)情報表示設備

　  (3-1)電気時計設備

　　・事務室に親時計を設置して、必要室に子時計を設置します。（諸元表にて確認）

　　・競技中の時間確認用として、メインアリーナ、多目的ホール、武道場には視認性のよい大型の電気

子時計を設置します。

　  (3-2)デジタルサイネージ設備

　　・各棟のエントランホール付近にモニター表示を行う想定で、電源・配管対応を行います。

　  (4)放送設備

　　・消防法に基づき非常放送設備を計画しました。

　　・主装置は事務室に設置し、全館放送や放送エリアを限定した業務放送も可能とします。

　　・隣接するメインアリーナは、非常放送用スピーカーを兼用して合理化したシステム構成とし、事務

室でもメインアリーナ内でも音源操作や音量調整が可能とします。

　　・メインアリーナ用のスピーカーは、個別に音量・音質の調整を行うことで音響障害を出さないシス

テムとします。

　　・本施設に設けるアンプで将来建設する多目的棟の放送も行えるようにします。

　  (5)誘導支援設備

　  (5-1)インターホン設備

　　・事務室に親機を設置し、メインアリーナ主入口、多目的ホール主入口、各搬出入ヤードに子機を設置し、来

館者、搬入業者との通話を可能とします。

　　・多目的棟のカウンターでも受付対応が可能な様に、副親機を設置して各所との通話を可能とする計画です。

　  (5-2)非常呼出設備

　　・バリアフリートイレ、授乳室、みまもり室に呼び出しボタンを設置し、事務室の親機に表示します。

　　・現地の異常表示灯はスピーカー付きとすることで、周辺の職員や利用者の対応を促します。

　  (5-3)誘導案内設備

　　・バリアフリートイレに視覚障がい対応の音声による誘導案内設備を計画しました。

　　・人感センサーにより起動し、音量調整の設定を可能なシステムとしました。



小郡市新体育館建設　アリーナ棟　実施設計説明書 E-03
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　  (6)テレビ共同受信設備

　　・屋上に地上波アンテナとBSアンテナを設置し、必要諸室にてTV番組を視聴可能とします。

　  (7)防犯設備

　  (7-1)監視カメラ設備

　　・施設の防犯性能に配慮し、メインアリーナ、武道場、弓道場、ホール等の共用エリア、搬出入ヤー

ドに監視カメラ設備を計画しました。

　　・主装置モニター類は、事務室に設置します。

　　・録画映像保有時間は20日程度とします。

　  (7-2)機械警備用配管設備

　　・夜間、休日の防犯のために機械警備設備用空配管を計画しました。

　  (8)自動火災報知設備

　　・消防法に基づき自動火災報知設備を計画しました。

　　・受信機は事務室に設置します。

　　・本施設に設ける受信機で将来建設する多目的棟の監視も可能とします。

４．構内配電・通信設備

　  (1)構内配電設備

　　・敷地内に構内引込柱を建柱し、架空引込後、地中管路にて2階屋外キュービクル置場まで高圧電力

引込を行います。

　　・敷地内通路などに外灯を設置し、夜間の明るさ確保、防犯性を確保します。

　  (2)構内通信設備

　　・電話、光ケーブルなどの別途通信事業者による引込に対応するため、構内引込柱から事務室の総合

盤までの通信引込対応を行います。



条件 夏期 冬期 備考 

乾球温度 相対湿度 乾球温度 相対湿度 

屋外 35.2℃ 57.3％ 1.6℃ 58.4％ 
建築設備設計基準･同要領(R3) 

屋外条件：福岡 

屋内 

メインアリーナ 26℃ 60％ 19℃ 40％ - 

その他空調対象室 26℃ 50％ 22℃ 40％ 
建築設備設計基準･同要領(R3) 

屋内条件 
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１．空気調和設備計画

　  (1)熱源設備

　　・大空間で利用時間が概ね同じ対象室や多数の人を収容する対象室は、経済性・環境性・ＬＣＣを考

慮し中央熱源方式とします。熱源方式は、比較検討の結果、電気熱源である空冷ＨＰチラーによる

熱源方式を採用します。

　　・利用時間が大きく異なる室や休日や残業時間に利用する室、小規模の個室などは、個別熱源方式　

とします。個別熱源方式は、運転時間が長い施設であることを考慮し、電気熱源方式とします。

　  (2)空気調和機

　　・メインアリーナやエントランスホールなどの、利用時間が概ね同一で多数の人が常時利用する大空

間での空調方式は、きめ細やかな温湿度制御が可能な中央空調方式とします。

　　・利用時間が大きく異なる室や、休館日や残業時間に利用する室は、個別に発停や設定が可能で利用

者の温冷感のニーズに対応しやすい個別空調方式とします。

　　

　　・設計温湿度条件は建築物における衛生的環境の確保に関する法律(ビル衛生管理法)を満足するもの

として、以下の通りに設定しました。

棟  室名 熱源方式 熱源種類 

アリーナ棟  中央熱源 電気式空冷ヒートポンプモジュールチラー 

事務室,会議室, 更衣室 , 武道場, 
射場 ,師範席 

メインアリーナ , エントランスホール
2階観客席,1・2Fホール 

個別熱源 電気式空冷ヒートポンプビルマルチエアコン 

棟  室名 空調方式 熱源種類 

アリーナ棟  中央空調 空気調和機、ファンコイルユニット、
壁放射パネル 

 

事務室,会議室, 更衣室 , 武道場, 
射場 ,師範席 

メインアリーナ、エントランスホール
2階観客席、1・2Fホール 

個別空調 ビルマルチエアコン室内機
(天井カセット形・天井隠ぺい形など)

 

 (3)壁放射設備

　・アリーナの空調方式には、壁放射パネルを採用します。

 　③本施設のクールスポット計画

　　・壁放射パネルの上部にエアースウィングファン（ダクトレスファン）を設置し、競技者がクールダウンで

きる涼風を届けます。ファンのスイッチにてクールスポットのON/OFFを行うことが可能です。（強中

弱選択可能）

　　・壁放射パネル停止時はファンのみを運転し、送風機として利用することが可能です。

　①空調のイメージ(冷房時)

　②空調のイメージ(暖房時)
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　  (4)換気設備

　　・換気方式は、用途や利用時間・空調方式を考慮して、以下の2つの方式を採用します。

　　・利用時間が概ね同一であり、多数の人が常時利用する室はきめ細やかな温湿度制御が可能で省エネ

ルギー化を図れる空気調和機による中央換気方式を採用します。

　　・利用時間が大きく異なる室や、休館日や残業時間に利用する室、災害時に利用する室は個別に発停

や設定が可能な全熱交換器による換気方式とします。

　  (5)自動制御設備

　　・少人数でアリーナ棟の特性に適確な対応ができる機器の運転、管理、エネルギー計測が容易にでき

るシステムとします。

　　　①設置場所

　　　・施設内の設備機器の監視・発停・制御が一括でできるように、1階事務室に中央監視設備を導入

します。

　　　・必要に合わせて各室に個別リモコンを設け、各室でも発停・制御が可能な計画としました。

　　　②計量・計測項目

　　　・BEMS を導入し、エネルギーの使用状況を把握して、最も設備機器の運転効率が良くなるように

チューニングすることが可能な計画としました。

　　　・水、電力など施設ごとのエネルギー量を計量・計測できるようにし、データを蓄積します。

２．給排水衛生設備計画

　 (1)給水設備

　　①給水方式

　　・給水方式は建物規模と施設特性を考慮し、維持管理が容易な加圧給水方式とします。

　　②給水引込み

　　・給水引込みは敷地南側にある既存給水管(75A)を利用し、引き込みサイズを今回規模に見直した口径

に変更した上で、屋外設置の受水槽に供給します。

　　③給水の計量区分

　　・アリーナ棟と2期工事の多目的棟の一般の給水系統は計量を区分することで使用量を明確にします。

　 (2)給湯設備

　　①給湯方式

　　・給湯方式は局所方式とし、貯湯式電気温水器・ガス給湯器により必要各所に供給します。

　　②給湯機器

　　・給湯使用量が多く必要となるシャワーはガス給湯器による給湯として、流し台などの給湯量をあまり

多く必要としない箇所は、貯湯式電気温水器による給湯とします。

　 (3)排水・通気設備

　　①屋内排水設備

　　・汚水と雑排水は合流とし、重力排水方式で屋外へ排水します。

　　・建物から第一排水桝への接続はフレキ継手接続として、耐震・沈下措置を行います。

　　・通気設備は、ループ通気方式とします。

　　②屋外排水設備

　　・汚水雑排水と雨水は分流とします。

　　・屋外の汚水桝は、耐震性能の高い塩ビ小口径桝を採用します。

　　・汚水雑排水は下水道本管に導きます。

　　・災害時に下水道が使用不可の場合、屋外設置の切り替え桝の操作を行い、緊急排水槽に導き、貯留を

行う計画とします。（アリーナ棟60㎥）

　 (4)衛生器具設備

　　・大便器は4.8L/回以下、小便器は1.6L/回以下の節水器具を採用します。

　　・各WCには、手すり、フックを設けて使い勝手に配慮します。

　　・便器の洗浄は洗浄可能なセンサー式とします。

　　・水栓は、衛生面の観点から自動水栓とします。

　　・大便器・小便器は、清掃のしやすさを考慮し壁掛型とします。



機械設備項目 アリーナ棟 多目的棟 
備考 

工事工程（予定） 2026年4月～2027年7月(16か月) 2027年2月～2028年2月(13か月)

【空気調和設備】    

1 熱源設備  アリーナ棟専用で熱源設備(空冷HPチラー)を設置
冷温水配管は、多目的棟へのバックアップを考慮
し、多目的棟と配管接続できる計画 

多目的棟専用で熱源設備(空冷HPチラー)を設置
冷温水配管は、アリーナ棟へのバックアップを
考慮し、多目的棟と配管接続できる計画 

各棟で熱融通が
可能な計画  

2  空調機器設備 中央空調設備 
個別空調設備 

アリーナ棟専用で空気調和設備
(AHU、FCU、個別PACエアコン)を新設 

多目的棟専用で空気調和設備
(AHU、FCU、個別PACエアコン)を新設 

AHU：空気調和機 
FCU：ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ 

3  換気設備  アリーナ棟専用で換気設備を新設 多目的棟専用で換気設備を新設  

4  自動制御設備 中央監視装置 事務室に中央監視装置を新設
運転操作・監視・警報等の情報は、多目的棟を
含めた設備内容で計画 

アリーナ棟で設置された中央監視装置に
設備情報を接続 

個別空調用集中ｺﾝﾄ
ﾛｰﾗｰは各棟で新設 

自動制御機器 アリーナ棟専用で自動制御機器を新設 多目的棟専用で自動制御機器を新設  

５ 壁放射設備  アリーナ棟専用で壁放射設備を設置 多目的棟専用で壁放射設備を設置  

【給排水衛生設備】    

1 衛生器具設備 

 

 アリーナ棟専用で衛生器具設備を設置 多目的棟専用で衛生器具設備を設置  

2  給水設備 給水引込 既存引込管 75φを改修し利用  該当設備無し  

上水給水設備 屋外に受水槽、加圧給水ポンプを整備し、
アリーナ棟および多目的棟に供給
設備容量は、多目的棟を含めた設備容量で計画 

アリーナ棟で設置された設備より供給を
受ける計画

アリーナ棟で設置された設備より供給を
受ける計画

アリーナ棟で設置された設備より供給を
受ける計画

 

 

雑用水設備 機械室に雑用水受水槽、加圧給水ポンプを
新設し、アリーナ棟および多目的棟に供給
設備容量は、多目的棟を含めた設備容量で計画 

 

 

3  排水設備 排水放流 市道側の下水道本管に対し公設桝を新設し、放流 既存公設桝を利用し、放流  

排水設備 アリーナ棟専用で排水設備を設置 多目的棟専用で排水設備を設置  

緊急排水槽 アリーナ棟専用で緊急排水槽60㎥分を
屋外駐車場エリアの地中に設置 

多目的棟専用で緊急排水槽84㎥分（予定）を
屋外駐車場エリアの地中に設置 

 

4  給湯設備  アリーナ棟専用で給湯設備を設置 多目的棟専用で給湯設備を設置  

5  消火設備 屋内消火栓設備 屋内消火栓設備(広範囲2号消火栓消火ポンプ・
補給水槽・消火水槽)を新設し、アリーナ棟及び
多目的棟に供給
アリーナ棟専用で消火器を設置 

アリーナ棟で設置された設備より供給を受け
る計画
多目的棟専用で消火器を設置 

 

6  ガス設備 ガス引込 新規にガス管を引き込み、アリーナ棟及び
多目的棟の各設備機器に供給
多目的棟用に敷地境界にてバルブ止  

アリーナ棟で整備されたバルブより供給を
受ける計画 

 

7  さく井設備  屋外に井戸を新設しアリーナ棟雑用水受水槽に
供給
設備容量は、多目的棟を含めた設備容量で計画 

 

小郡市新体育館建設　アリーナ棟　実施設計説明書 M-03

機械設備計画(3)

　 (5)消火設備

　　・所轄消防署との協議の上で、消防法施行令「別表第一」1頂（ロ）に従い屋内消火栓と消火器を全

館に設置する計画としました。屋内消火栓設備は火災時に1人でも操作がしやすい広範囲2号消火栓

を採用し、円滑に消火活動が行える計画としました。

　 (6)ガス設備

　　・供給会社：筑紫ガス㈱　13A

　　・シャワー用のガス給湯器用に、新規に都市ガスを引込みます。

　 (7)さく井設備

　　・屋外に雑用水利用の井戸を新設し、便所洗浄水・植栽用に利用します。

　　・井戸ポンプは、災害時利用を想定し、非常用発電機回路とします。

３．機械設備整備計画

　　・本事業では、アリーナ棟建設後、多目的棟を建設する計画です。アリーナ棟・多目的棟の共通設備機

器は、多目的棟の容量を含めた設備能力分を先行工事であるアリーナ棟建設工事にて整備するため、

各設備に対する方針を以下の通り整理しました。
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